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二
〇
一
〇
年
九
月
二
八
日
に
開
か
れ

た
朝
鮮
労
働
党
代
表
者
会
は
最
高
指
導

者
金
正
日
の
後
継
者
と
さ
れ
る
金
正
恩

が
公
の
席
に
姿
を
現
し
た
こ
と
で
注
目

さ
れ
た
が
、
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
こ
と

と
し
て
、
軍
需
工
業
に
関
連
す
る
機
関

名
が
初
め
て
公
の
報
道
に
登
場
し
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
九
月
二
九
日
発
朝

鮮
中
央
通
信
が
配
信
し
、三
〇
日
の『
労

働
新
聞
』
等
に
も
掲
載
さ
れ
た
党
代
表

者
会
で
選
出
さ
れ
た
政
治
局
委
員
の
紹

介
の
な
か
に
は
、「
第
二
経
済
委
員
会
」

の
文
字
が
入
っ
て
い
た
。

　

軍
需
工
業
全
般
を
掌
握
す
る
第
二
経

済
委
員
会
の
存
在
は
国
内
で
す
で
に
周

知
の
こ
と
で
あ
り
、
海
外
で
も
亡
命
者

た
ち
の
証
言
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
⑴

。
こ
れ
が
公
の
報
道
に
現

れ
た
こ
と
は
軍
需
工
業
部
門
が
後
継
者

の
活
動
の
基
盤
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
軍
需
工

業
は
そ
も
そ
も
軍
事
機
密
と
い
う
壁
も

あ
り
、
資
料
が
制
約
さ
れ
る
た
め
、
産

業
全
体
の
状
況
は
お
ろ
か
個
々
の
工
場

の
名
称
、
位
置
、
生
産
物
な
ど
の
基
本

的
な
内
容
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
う
え
、
日
本
植
民
地
時
代
に
建
設

さ
れ
た
軍
需
工
場
が
す
べ
て
そ
の
ま
ま

継
続
し
て
軍
需
生
産
を
継
続
し
て
い
る

か
の
よ
う
な
誤
解
も
あ
る
。そ
の
た
め
、

こ
こ
で
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
の
軍
需
工
業
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状

を
把
握
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、

解
放
直
後
の
軍
需
工
業
の
状
況
を
明
ら

か
に
し
た
い
。

一
．
軍
民
転
換

　

日
本
で
一
九
四
三
年
一
〇
月
三
一
日

に
軍
需
会
社
法
が
公
布
、
一
二
月
一
七

日
か
ら
施
行
さ
れ
、
一
九
四
四
年
一
〇

月
二
八
日
に
朝
鮮
、
台
湾
と
い
っ
た
植

民
地
で
も
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
施
行
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
に
あ

る
会
社
五
五
社
（
う
ち
朝
鮮
に
本
店
が

あ
る
会
社
三
七
社
、
内
地
に
本
店
が
あ

る
会
社
一
八
社
）
が
軍
需
会
社
と
し
て

指
定
さ
れ
た
（『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一

九
四
四
年
一
二
月
八
日
）。
一
九
四
五

年
八
月
一
五
日
、
朝
鮮
が
日
本
の
敗
戦

に
よ
り
解
放
を
迎
え
る
と
、
ソ
連
軍
占

領
下
に
入
っ
た
朝
鮮
半
島
三
八
度
線
以

北
で
は
、
朝
鮮
人
に
よ
る
日
本
人
企
業

お
よ
び
対
日
協
力
者
企
業
の
接
収
が
進

め
ら
れ
、
軍
需
会
社
法
は
事
実
上
効
力

を
失
っ
た
。
一
〇
月
八
日
に
開
催
さ
れ

た
北
朝
鮮
五
道
人
民
委
員
会
連
合
会
議

で
は
軍
需
工
場
を
民
需
工
場
に
転
換
す

る
問
題
が
討
議
さ
れ
（
柳
文
華
﹇
一
九

四
九
：
一
〇
﹈）、
一
九
四
六
年
二
月
六

日
に
成
立
し
た
北
朝
鮮
臨
時
人
民
委
員

会
は
、
六
月
二
〇
日
、
産
業
の
復
旧
と

と
も
に
軍
需
工
業
を
平
和
産
業
に
転
換

す
る
事
業
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
（
金
日
成
﹇
一
九
四
八
：
六

五
―
六
六
﹈）。

　

か
つ
て
の
軍
需
工
業
で
あ
っ
て
も
多

く
の
業
種
は
、
こ
の
軍
民
転
換
で
そ
の

ま
ま
製
品
を
民
需
に
回
す
こ
と
が
で
き

た
（
表
1
〜
11
）。
し
か
し
、
こ
の
軍

民
転
換
に
よ
っ
て
、
業
種
の
転
換
が
な

さ
れ
た
工
場
の
例
と
し
て
軽
金
属
が
あ

る
。
軽
金
属
は
戦
争
の
終
結
に
よ
っ
て

飛
行
機
の
製
造
と
い
う
大
き
な
需
要
が

な
く
な
り
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
そ
の
処

理
に
多
く
の
電
力
を
必
要
と
す
る
た

め
、
そ
の
設
備
や
施
設
を
他
の
用
途
に

用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
朝
鮮
朝
日
軽

金
属
岐
陽
工
場
、
東
洋
金
属
工
業
新
義

州
工
場
、
東
洋
軽
金
属
楊
市
工
場
が
そ

の
代
表
で
あ
っ
た
。

　

朝
鮮
朝
日
軽
金
属
岐
陽
工
場
は
そ
も

そ
も
航
空
機
用
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
生
産
の

た
め
建
設
さ
れ
て
い
た
工
場
で
あ
る

が
、完
工
を
待
た
ず
に
解
放
を
迎
え
た
。

解
放
後
は
ソ
ー
ダ
生
産
工
場
に
転
換
さ

れ
、
岐
陽
化
学
工
場
と
し
て
一
九
四
六

年
一
〇
月
に
操
業
し
た
。
朝
鮮
戦
争
後

は
、
小
農
機
具
を
生
産
す
る
平
壌
農
機

具
製
作
所
に
転
換
さ
れ
、
一
九
五
六
年

に
岐
陽
機
械
工
場
と
改
称
、
一
九
五
八

年
一
一
月
に
初
の
国
産
ト
ラ
ク
タ
ー
を

生
産
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
六
二
年

に
は
岐
陽
ト
ラ
ク
タ
ー
工
場
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
岐
陽
ト
ラ
ク
タ
ー

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
軍
需
工
業（一）

│
解
放
直
後
の
軍
民
転
換
と
軍
需
工
業
の
起
源

│中
川
雅
彦

分析リポート
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朝鮮民主主義人民共和国の軍需工業（一）─解放直後の軍民転換と軍需工業の起源─

工
場
は
一
九
七
一
年
か
ら
拡
張
工
事
に

入
り
、
一
九
七
三
年
七
月
二
六
日
に
金

星
ト
ラ
ク
タ
ー
工
場
と
し
て
操
業
し
た

（『
昭
和
二
十
年
度
朝
鮮
年
鑑
』
一
二
七

ペ
ー
ジ
、『
朝
鮮
中
央
年
鑑
』
一
九
四

九
年
版　

一
〇
三
ペ
ー
ジ
、『
朝
鮮
大

百
科
辞
典
（
三
）』
一
九
九
六
年
刊
行　

五
二
六
―
五
二
七
ペ
ー
ジ
、『
労
働
新

聞
』
一
九
七
三
年
七
月
二
七
日
、キ
ム
・

ジ
ョ
ン
ホ
﹇
一
九
八
二
：
五
六
―
六

九
﹈）。
こ
の
工
場
は
、
一
九
八
五
年
一

一
月
二
八
日
に
金
星
ト
ラ
ク
タ
ー
総
合

工
場
に
改
称
し
、
一
九
九
二
年
一
月
に

金
星
ト
ラ
ク
タ
ー
連
合
企
業
所
と
な

り
、
一
九
九
四
年
一
月
に
金
星
ト
ラ
ク

タ
ー
総
合
工
場
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
に

金
星
ト
ラ
ク
タ
ー
工
場
に
復
帰
し
て
現

在
に
い
た
る
。
位
置
は
南
浦
市
江
西
区

域
岐
陽
洞
で
あ
る
。

　

東
洋
金
属
工
業
新
義
州
工
場
（
平
安

北
道
新
義
州
府
倉
浦
洞
、
現
・
平
安
北

道
新
義
州
市
楽
元
一
洞
）
も
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
を
生
産
す
る
工
場
で
あ
り
、
一
九

三
七
年
一
一
月
に
着
工
さ
れ
て
一
九
四

二
年
三
月
に
操
業
し
、
そ
の
後
、
朝
鮮

神
鋼
金
属
工
業
新
義
州
工
場
に
改
称
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
解
放
後
は
小
農
機

具
を
生
産
す
る
新
義
州
機
械
製
作
所
と

な
り
、
対
日
協
力
者
の
工
場
と
さ
れ
た

東
洋
商
工
鉄
工
所（
鉱
山
機
械
を
生
産
、

平
安
北
道
新
義
州
府
柳
上
洞
、
現
・
平

安
北
道
新
義
州
市
柳
上
二
洞
）
を
統
合

し
、
一
九
四
七
年
一
月
一
日
に
楽
元
機

械
製
作
所
と
改
称
、
一
九
五
五
年
に
楽

元
機
械
工
場
に
改
称
し
、
鉱
山
機
械
、

建
設
機
械
、
巻
揚
機
を
生
産
す
る
よ
う

に
な
っ
た（
株
式
会
社
神
戸
製
鋼
所﹇
一

九
五
四
、
一
〇
九
：
三
九
二
﹈、
神
戸

製
鋼
所
﹇
一
九
八
三
、
五
三
﹈、『
昭
和

十
九
年
度
朝
鮮
年
鑑
』
四
二
一
、
三
三

四
ペ
ー
ジ
、『
昭
和
二
十
年
度
朝
鮮
年

鑑
』一
二
七
ペ
ー
ジ
、『
朝
鮮
中
央
年
鑑
』

一
九
五
一
―
五
二
年
版　

三
五
四
ペ
ー

ジ
、
ホ
・
チ
ョ
ン
シ
ク
﹇
一
九
六
九
﹈、

教
育
図
書
出
版
社
﹇
一
九
八
九
：
一
七

〇
﹈、『
朝
鮮
大
百
科
辞
典
（
七
）』
一

九
九
八
年
刊
行　

二
九
〇
―
二
九
一

ペ
ー
ジ
、『
朝
鮮
大
百
科
辞
典
（
二
三
）』　

二
〇
〇
一
年
刊
行　

七
ペ
ー
ジ
）。
こ

の
工
場
は
一
九
八
五
年
六
月
に
楽
元
機

械
連
合
企
業
所
と
な
り
、
二
〇
〇
〇
年

一
月
に
楽
元
機
械
工
場
に
な
っ
た
が
、

九
月
に
は
再
び
連
合
企
業
所
と
な
っ
て

現
在
に
い
た
る
。

　

東
洋
軽
金
属
楊
市
工
場
は
航
空
機
用

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
生
産
す
る
工
場
と
し

て
一
九
四
三
年
に
操
業
を
開
始
し
た
後

に
、
三
井
軽
金
属
楊
市
工
場
に
改
称
し

た
も
の
で
あ
る
。
解
放
後
は
農
機
具
、

巻
揚
機
、
炭
車
、
熱
具
機
関
を
製
作
す

る
北
中
機
械
製
作
所
に
転
換
し
、
一
九

四
九
年
に
は
車
輌
生
産
の
専
門
工
場
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、
朝
鮮
戦
争
後
は
ド

イ
ツ
民
主
共
和
国
の
援
助
で
デ
ィ
ー
ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン
を
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ

た
（『
昭
和
二
十
年
度
朝
鮮
年
鑑
』
一

二
六
―
一
二
七
ペ
ー
ジ
、
森
田
﹇
一
九

六
四
：
一
一
九
﹈、『
朝
鮮
中
央
年
鑑
』

一
九
五
〇
年
版　

二
七
七
ペ
ー
ジ
、『
朝

鮮
中
央
年
鑑
』
一
九
五
一
―
五
二
年
版　

三
五
三
ペ
ー
ジ
、『
労
働
新
聞
』
一
九

五
五
年
三
月
一
五
日
、
平
壌
師
範
大
学

地
理
学
部﹇
一
九
六
四
：
四
二
八
﹈、チ
ャ

ン
・
リ
ョ
ン
オ
ク
﹇
一
九
七
〇
﹈、『
金

日
成
全
集
（
四
五
）』
二
〇
〇
二
年
刊

行　

三
二
―
四
三
ペ
ー
ジ
）。
こ
の
工

場
は
一
九
五
六
年
に
北
中
機
械
工
場

（
別
名
、
八
月
八
日
工
場
）
と
な
り
、

一
九
九
〇
年
に
北
中
機
械
連
合
企
業
所

と
な
っ
て
現
在
に
い
た
る
。
位
置
は
平

安
北
道
龍
川
郡
で
あ
る
。

　

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
に
関
し
て
は
、
解
放

当
時
建
設
中
で
あ
っ
た
住
友
金
属
元
山

工
場
（
咸
鏡
南
道
徳
源
郡
徳
源
郡
北
城

面
文
坪
里
、
現
・
江
原
道
文
川
市
文
坪

洞
）
と
昭
和
電
工
鎮
南
浦
工
場
（
平
安

南
道
龍
岡
郡
吾
新
面
と
多
美
面
、
現
・

南
浦
市
大
安
区
域
）
が
あ
っ
た
が
、
解

放
後
、
前
者
は
鉛
お
よ
び
亜
鉛
を
生
産

す
る
文
坪
製
錬
所
に
転
換
さ
れ
、
後
者

は
ソ
連
軍
に
よ
り
工
場
施
設
を
解
体
没

収
さ
れ
、
工
員
養
成
所
は
軍
事
学
校
で

あ
る
平
壌
学
院
の
校
舎
に
利
用
さ
れ
た

（『
昭
和
一
三
年
朝
鮮
年
鑑
』
四
九
八

ペ
ー
ジ
、
昭
和
電
工
株
式
会
社
社
史
編

集
室
﹇
一
九
七
七
、
九
五
﹈、
昭
和
電

工
株
式
会
社
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
社
史
編
集

事
務
局
﹇
一
九
八
四
：
一
一
八
―
一
二

一
﹈、チ
ョ
ン
・
ギ
ジ
ョ
ン
﹇
二
〇
〇
一
：

八
二
―
八
五
﹈、鎮
南
浦
会﹇
一
九
八
四
：

二
九
〇
―
二
九
一
﹈、森
田﹇
一
九
六
四
：

四
七
三
﹈、
教
育
図
書
出
版
社
﹇
一
九

九
〇
Ｃ
：
三
二
二
―
三
二
四
﹈）。

　

軽
金
属
以
外
の
業
種
で
転
換
さ
れ
た

工
場
に
は
、
朝
鮮
火
薬
製
造
海
州
工
場

と
朝
鮮
無
水
酒
精
株
式
会
社
新
義
州
ア

ル
コ
ー
ル
工
場
の
例
が
あ
る
。
火
薬
を

製
造
し
て
い
た
朝
鮮
火
薬
製
造
海
州
工

場
（
現
・
黄
海
南
道
海
州
市
邑
波
洞
に

位
置
）
は
解
放
後
に
は
染
料
を
生
産
す

る
海
州
化
学
工
場
に
転
換
し
た
（『
昭

和
二
十
年
度
朝
鮮
年
鑑
』
一
二
八
ペ
ー

ジ
、『
朝
鮮
中
央
年
鑑
』
一
九
四
九
年

版　

一
〇
三
ペ
ー
ジ
、
教
育
図
書
出
版

社
﹇
一
九
八
九
：
二
〇
三
﹈、『
労
働
新

聞
』
二
〇
〇
六
年
九
月
二
三
日
）。
朝

鮮
無
水
酒
精
株
式
会
社
新
義
州
ア
ル

コ
ー
ル
工
場
は
一
九
三
七
年
着
工
し
、

一
九
四
〇
年
に
竣
工
し
た
航
空
燃
料
用

ア
ル
コ
ー
ル
生
産
工
場
で
あ
っ
た
が
、

解
放
後
は
、
再
製
酒
と
エ
ー
テ
ル
を
生

産
す
る
新
義
州
無
水
精
工
場
と
な
り
、

朝
鮮
戦
争
後
、醤
油
、味
噌
、焼
酎
、ビ
ー

ル
を
生
産
す
る
新
義
州
醸
造
工
場
、
一
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九
六
六
年
に
は
抗
生
物
質
を
生
産
す
る

新
義
州
マ
イ
シ
ン
工
場
に
転
換
し
て
今

日
に
い
た
る
（『
昭
和
一
三
年
朝
鮮
年

鑑
』五
二
三
ペ
ー
ジ
、『
朝
鮮
中
央
年
鑑
』

一
九
四
九
年
版　

一
〇
三
ペ
ー
ジ
、
新

義
州
市
民
会
﹇
一
九
六
九
：
七
八
﹈、『
労

働
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
七
月
三
一
日
）。

　

こ
う
し
た
工
場
は
民
需
用
の
工
場
と

な
り
、
朝
鮮
戦
争
で
の
軍
事
動
員
ま
で

は
基
本
的
に
軍
需
品
を
生
産
し
て
い
な

か
っ
た
。

　

た
だ
し
、
火
薬
を
製
造
す
る
工
場
で

も
、
一
九
三
五
年
に
操
業
し
た
朝
鮮
窒

素
火
薬
興
南
工
場
（
咸
鏡
南
道
咸
州
郡

興
南
邑
雲
城
里
、
現
・
咸
鏡
南
道
咸
興

市
海
岸
区
域
雲
城
洞
）
は
引
き
続
き
、

火
薬
を
製
造
し
て
い
た
。こ
の
工
場
は
、

解
放
後
、興
南
人
民
工
場
に
統
合
さ
れ
、

後
に
一
七
号
工
場
と
な
り
、
今
日
に
い

た
る
⑵

。

　

こ
の
ほ
か
東
海
側
に
あ
っ
た
石
油
関

連
施
設
は
一
部
他
業
種
に
転
換
さ
れ

た
。
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
社
が
咸
鏡
南
道

徳
源
郡
徳
源
郡
北
城
面
文
坪
里
（
現
・

江
原
道
文
川
市
文
坪
洞
）
に
設
置
し
た

文
坪
油
槽
所
は
文
川
機
械
製
作
所
に
転

換
さ
れ
、
後
、
文
川
バ
ル
ブ
工
場
（
別

名
、
文
川
機
械
工
場
、
五
月
一
八
日
工

場
）
と
な
り
、
現
在
に
い
た
る
（
朝
鮮

總
督
府
學
務
局
社
會
課
﹇
一
九
三
三
：

二
五
二
﹈、『
朝
鮮
中
央
年
鑑
』
一
九
五

一
―
五
二
年
版　

三
五
四
ペ
ー
ジ
、
教

育
図
書
出
版
社
﹇
一
九
九
〇
Ｃ
：
三
二

四
―
三
二
六
﹈、『
朝
鮮
大
百
科
辞
典（
二

七
）』
二
〇
〇
一
年
刊
行　

五
二
三
―

五
二
四
ペ
ー
ジ
）。
一
九
三
六
年
に
操

業
し
た
朝
鮮
石
油
元
山
製
油
所
（
咸
鏡

南
道
元
山
府
浦
下
洞
、
現
・
江
原
道
元

山
市
場
村
洞
）
は
、
一
九
四
七
年
四
月

五
日
に
設
立
さ
れ
た
ソ
連
と
の
合
弁
企

業
で
あ
る
朝
蘇
石
油
株
式
会
社
に
運
営

さ
れ
る
元
山
石
油
工
場
に
な
っ
た
が
、

一
九
五
〇
年
二
月
に
火
災
に
遭
い
、
一

九
五
八
年
一
月
に
、
交
通
省
傘
下
石
綿

工
場
を
統
合
し
て
元
山
化
学
工
場
と
な

り
、
一
九
六
〇
年
に
感
光
紙
職
場
、
一

九
六
三
年
に
ク
ロ
ム
職
場
、
二
〇
〇
〇

年
一
〇
月
に
石
綿
布
職
場
、
二
〇
〇
九

年
四
月
に
密
封
材
職
場
を
増
設
し
て
、

今
日
で
は
、
明
礬
、
酸
化
ク
ロ
ム
、
無

水
ク
ロ
ム
酸
、
重
ク
ロ
ム
酸
ソ
ー
ダ
、

石
綿
糸
、
石
綿
布
、
印
画
紙
、
感
光
紙
、

密
封
材
な
ど
を
生
産
し
て
い
る
⑶

。

二
．
兵
器
工
場
の
再
建

　

植
民
地
時
代
の
朝
鮮
に
唯
一
建
設
さ

れ
た
兵
器
工
場
は
、
一
九
一
七
年
に
平

壌
府
平
川
里
（
現
・
平
壌
市
平
川
区
域

平
川
一
洞
）
に
設
置
さ
れ
た
平
壌
兵
器

製
造
所
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
迫
撃
砲
・

平
射
砲
の
砲
弾
の
組
み
立
て
、
砲
の
一

部
付
属
品
の
交
換
修
理
と
、
弾
薬
箱
、

馬
車
と
馬
具
を
作
る
二
個
の
職
場
が

あ
っ
た
⑷

。
こ
の
兵
器
工
場
は
日
本
人

の
撤
収
時
に
破
壊
さ
れ
、
一
九
四
五
年

一
〇
月
二
日
に
金
日
成
が
こ
の
再
建
を

指
示
し
た
。
こ
の
工
場
は
二
五
号
工
場

と
名
付
け
ら
れ
、
一
九
四
七
年
六
月
に

基
本
建
物
と
付
属
建
物
が
建
設
さ
れ
、

旋
盤
、
フ
ラ
イ
ス
盤
、
ボ
ー
ル
盤
を
は

じ
め
と
す
る
工
作
機
械
と
付
帯
設
備
が

基
本
的
に
備
え
ら
れ
る
と
、
金
日
成
が

こ
の
工
場
に
工
具
と
機
械
を
供
給
す
る

平
壌
機
械
製
作
所
（
別
名
、
中
央
機
械

製
作
所
）
を
併
設
す
る
よ
う
指
示
を
出

し
た
。
二
五
号
工
場
で
は
一
九
四
八
年

三
月
に
機
関
銃
の
試
作
品
を
製
作
し
、

一
二
月
一
二
日
に
金
日
成
を
招
い
て
機

関
銃
の
試
験
射
撃
を
行
っ
た
。
一
九
四

九
年
二
月
、
二
五
号
工
場
は
平
壌
機
械

製
作
所
を
統
合
し
て
総
合
兵
器
工
場
と

な
り
、
六
五
号
工
場
と
改
称
し
た
。
こ

の
当
時
、
機
関
銃
職
場
、
迫
撃
砲
職
場
、

弾
丸
職
場
、
手
榴
弾
職
場
の
よ
う
な
専

門
職
場
と
工
具
職
場
、
鋳
物
職
場
、
鍛

造
職
場
な
ど
の
補
助
職
場
が
あ
っ
た
。

一
九
五
〇
年
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
て

平
壌
が
米
軍
の
空
襲
を
受
け
る
よ
う
に

な
る
と
、
六
五
号
工
場
は
弾
薬
職
場
、

手
榴
弾
職
場
、
砲
弾
職
場
、
装
薬
職
場

を
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
軍
需
工
場
に
分
離

し
て
、
分
散
疎
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た

（
ソ
ン
・
ジ
ョ
ン
シ
ク
／
キ
ム
・
テ
グ

ク
／
キ
ム
・
ビ
ョ
ン
ジ
ン
／
リ
ム
・
チ
ュ

ン
シ
ク
﹇
一
九
八
九
：
三
四
―
三
八
﹈、

『
金
日
成
著
作
集
（
五
）』
一
九
八
〇
年

刊
行　

二
九
七
―
三
〇
一
ペ
ー
ジ
、
玄

武
光
﹇
一
九
八
〇
﹈、『
金
日
成
全
集

（
八
）』
一
九
九
四
年
刊
行　

四
八
五
―

四
八
九
ペ
ー
ジ
、
科
学
百
科
辞
典
総
合

出
版
社
﹇
一
九
八
一
：
二
七
七
﹈、
チ
ョ

ン
・
ギ
ジ
ョ
ン
﹇
二
〇
〇
一
：
五
三
九
﹈、

『
労
働
新
聞
』
一
九
九
八
年
一
一
月
七

日
お
よ
び
一
九
九
八
年
一
二
月
一
二

日
）。
そ
れ
ら
の
工
場
が
今
日
の
多
く

の
軍
需
工
場
の
基
本
を
な
す
こ
と
に
な

る
。

　

朝
鮮
戦
争
中
、
六
五
号
工
場
の
分
散

移
転
に
よ
っ
て
、
六
五
号
工
場
の
ほ
か

に
二
六
号
工
場
、
七
六
号
工
場
、
一
〇

七
号
工
場
、
四
二
号
工
場
、
二
〇
五
号

工
場
、
一
四
五
号
工
場
が
建
設
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
⑸

。
と
く
に
六
五
号
工

場
の
本
体
は
一
九
五
〇
年
七
月
に
移
転

先
が
平
安
南
道
成
川
郡
通
仙
面
君
子
里

（
現
・
平
安
南
道
成
川
郡
君
子
里
）
に

決
定
さ
れ
て
お
り
、
真
っ
先
に
移
転
が

な
さ
れ
た
⑹

。
六
五
号
工
場
は
一
九
五

八
年
ま
で
に
慈
江
道
前
川
郡
鶴
舞
労
働

者
区
に
移
転
し
、
今
日
、
二
・
八
機
械

総
合
工
場
、
二
・
八
機
械
連
合
企
業
所

と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
主
に
銃
砲
類
を

製
造
す
る
兵
器
工
場
で
あ
る
⑺

。

　

こ
れ
と
と
も
に
、
六
五
号
工
場
の
一
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部
で
あ
っ
た
平
壌
機
械
製
作
所
は
一
九

五
一
年
一
〇
月
に
山
間
部
で
あ
る
慈
江

道
煕
川
へ
の
移
転
を
指
示
さ
れ
、
一
二

月
二
五
日
に
工
事
が
始
ま
っ
た
（
李
元

官
﹇
一
九
六
九
﹈）。
そ
し
て
、
一
九
五

四
年
七
月
二
五
日
に
煕
川
機
械
工
場
と

し
て
竣
工
し
た
。
さ
ら
に
、
煕
川
機
械

工
場
は
ソ
連
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
か

ら
の
戦
後
復
旧
援
助
を
受
け
て
拡
張

し
、
一
九
五
八
年
一
一
月
二
日
に
煕
川

工
作
機
械
工
場
と
し
て
竣
工
し
た（『
労

働
新
聞
』
一
九
五
八
年
一
一
月
四
日
、

マ
ル
テ
ィ
ノ
フ
﹇
一
九
七
〇
：
一
〇

五
﹈）。
煕
川
工
作
機
械
工
場
は
軍
民
両

用
の
工
作
機
械
専
門
工
場
で
あ
り
、
一

九
八
八
年
に
煕
川
工
作
機
械
総
合
工
場

と
な
り
、
一
九
九
二
年
に
煕
川
工
作
機

械
連
合
企
業
所
と
な
っ
た
が
、
二
〇
〇

〇
年
に
煕
川
工
作
機
械
工
場
、
二
〇
〇

九
年
に
煕
川
工
作
機
械
総
合
工
場
に
復

帰
し
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
か
ら
煕
川

蓮
河
機
械
総
合
工
場
と
し
て
今
日
に
い

た
る
。
位
置
は
慈
江
道
煕
川
市
全
平
洞

で
あ
る
（
教
育
図
書
出
版
社
﹇
一
九
九

〇
ｅ
：
三
七
八
﹈）。
前
川
郡
と
煕
川
市

に
兵
器
工
場
と
機
械
工
場
が
移
転
し
て

き
た
こ
と
に
よ
り
、
慈
江
道
は
軍
需
工

業
と
機
械
産
業
の
中
心
的
な
地
位
を
占

め
る
こ
と
に
な
る
。

（
続
く
）

表1　 植民地時代朝鮮半島北半部における日本人所有企業と
解放後のその継承（無煙炭鉱）

表2　 植民地時代朝鮮半島北半部における日本人所有企業と
解放後のその継承（有煙炭鉱）

表3　 植民地時代朝鮮半島北半部における日本人所有企業と
解放後のその継承（鉱業・鉄鉱）

表4　 植民地時代朝鮮半島北半部における日本人所有生産施
設と解放後のその継承（アルミ、マグネシウムを除く
非鉄金属鉱業）

植民地時代 位置（現在） 解放後の名称
朝鮮無煙炭黒嶺炭鉱 平壌市 黒嶺炭鉱

朝鮮無煙炭徳山炭鉱 〃
黒嶺炭鉱に統合、後、分離して徳
山炭鉱

朝鮮無煙炭鉱江東炭鉱
（旧・朝鮮電気興業江東炭鉱）

〃
江東炭鉱、三神炭鉱に統合後、ふ
たたび分離。

朝鮮無煙炭鉱三神炭鉱 〃 三神炭鉱。
海軍省平壌炭鉱 〃 寺洞炭鉱。
朝鮮無煙炭江原炭鉱 江原道 江原炭鉱
朝鮮無煙炭文川鉱業所 〃 文川炭鉱
朝鮮無煙炭新倉炭鉱 平安南道 新倉炭鉱、後、新倉青年炭鉱
朝鮮無煙炭徳川炭鉱 〃 徳川炭鉱

朝鮮無煙炭龍潭炭鉱 〃
价川炭鉱に統合、後、藍田炭鉱と
して分離。

朝鮮無煙炭鉱鳳泉炭鉱
（旧・鳳泉無煙炭鳳泉炭鉱）

〃 鳳泉炭鉱

大東鉱業龍登炭鉱 平安北道 龍登炭鉱
大東鉱業高原炭鉱 咸鏡南道 高原炭鉱

植民地時代 位置（現在） 解放後
明治工業古乾原炭鉱
（旧・朝鮮有煙炭古乾原炭鉱）

咸鏡北道 古乾原炭鉱

明治鉱業訓戎炭鉱 〃 下面炭鉱
朝鮮人造石油阿吾地炭鉱 〃 阿吾地炭鉱、後、6月13日炭鉱
岩村鉱山遊仙炭鉱 〃 遊仙炭鉱
岩村鉱山鶏林炭鉱 〃 新遊仙炭鉱、後、遊仙炭鉱に統合
明治鉱業沙里院炭鉱
（旧・明治鉱業沙里院炭鉱、
鳳山炭鉱株式会社鳳山炭鉱）

黄海北道 沙里院炭鉱と鳳山炭鉱に分離

明治鉱業安州炭鉱 平安南道 安州炭鉱

植民地時代 位置（現在） 解放後の名称
日本製鉄殷栗鉱山（旧・富田鉱業殷栗鉱山） 黄海南道 殷栗鉱山
日本製鉄載寧鉱山
（旧・西崎鉱業所載寧鉄山、三菱製鉄載寧鉄山）

〃 載寧鉱山

日本製鉄下聖鉱山 〃 新院鉱山
日本製鉄銀龍鉱山
（旧・三菱製鉄銀龍鉄山、三菱鉱業銀龍鉱山）

〃 載寧鉱山に統合

日本製鉄兼二浦鉱山
（旧・三菱鉱業兼二浦鉱山、三菱製鉄兼二浦鉱山）

黄海北道 松林鉱山

三井鉱業价川鉱山
（旧・日本製鋼所价川鉄山、輸西製鉄价川鉱山）

平安南道 泉洞鉱山

利原鉄山利原鉱山 咸鏡南道
利原鉱山
（雲母生産に転換）

茂山鉱山開発茂山鉱山
（旧・三菱鉱業茂山鉱山）

咸鏡北道 茂山鉱山

植民地時代 生産物 位置（現在） 解放後
日本鉱業遠北鉱山 金・銀 江原道 金化鉱山
日本鉱業楽山鉱山 〃 黄海南道 楽淵鉱山
日本鉱業発銀鉱山 〃 慈江道 雩時鉱山
日本鉱業大楡洞鉱山 〃 平安北道 大楡洞鉱山

日本鉱業御宮鉱山 〃 〃
天摩鉱山
（多金属鉱山に転換）

日本鉱業雲山鉱山 〃 〃 雲山鉱山

日本鉱業成興鉱山 〃 平安南道
成興鉱山、後、10月26
日総合企業所

日本鉱業遂安鉱山 モリブデン 黄海北道
金花鉱山
（金生産に転換）

日本鉱業箕州鉱山 タングステン 〃
谷山鉱山、後、萬年鉱
山

百年山タングステン鉱山 〃 〃 谷山鉱山に統合。
朝鮮鉱業振興伊川鉱山 ニッケル 江原道 板橋鉱山
日本鉱業甕津鉱山 銅、鉛、亜鉛 黄海南道 甕津鉱山
日本鉱業検徳鉱山 〃 咸鏡南道 剣徳鉱山
三成鉱業成川鉱山 〃 平安南道 成川鉱山

日本鉱業鎮南浦製錬所
金・銀・銅・
亜鉛（製錬）

南浦市
東洋製錬所、後、南浦
製錬所

日本窒素開発興南製錬所
ニッケル
（製錬）

咸鏡南道 興南製錬所

中外鉱業株式会社海州
製錬所

金・銀・銅
（製錬）

黄海南道
朝鮮戦争で全焼、後、
燐肥料生産の海州製錬
所。

（出所）『昭和13年朝鮮年鑑』、『昭和二十年度朝鮮年鑑』、朝鮮總督府學務局社會課［1933］、
カン・チョルブ［1985］、教育図書出版社［1987］、教育図書出版社［1989］、教育図書出
版社［1990a］、教育図書出版社［1990b］、教育図書出版社［1990c］、『朝鮮中央年鑑』
各年版、『朝鮮大百科辞典』各巻、『労働新聞』、『民主朝鮮』。

（出所）『昭和13年朝鮮年鑑』、『昭和二十年度朝鮮年鑑』、黄海道［1933］、朝鮮總督府學
務局社會課［1933］、三宅［1937］、明治鉱業株式会社社史編纂委員会［1957］、カン・チョ
ルブ［1985］、教育図書出版社［1987］、教育図書出版社［1990b］、教育図書出版社［1989］、
教育図書出版社［1990b］、教育図書出版社［1990c］、教育図書出版社［1990d］、『朝鮮
中央年鑑』各年版、『朝鮮大百科辞典』各巻、『労働新聞』、『民主朝鮮』。

（出所）『昭和13年朝鮮年鑑』、『昭和二十年度朝鮮年鑑』、教育図書出版社［1990a］、朝鮮
總督府内務局社會課［1922］、黄海道［1933］、朝鮮總督府殖産局鉱山課［1935］、日本製
鉄株式会社史編纂委員会編［1959］、教育図書出版社［1987］、教育図書出版社［1990b］、
『朝鮮中央年鑑』各年版、『朝鮮大百科辞典』各巻、『労働新聞』、『民主朝鮮』。

（出所）『昭和13年朝鮮年鑑』、『昭和二十年度朝鮮年鑑』、黄海道［1933］、朝鮮総督府殖
産局鉱山課［1935］、日本鉱業株式会社［1957］、鎮南浦会［1984］、企画本部社史編纂室
編［1992］、教育図書出版社［1988］、教育図書出版社［1989］、教育図書出版社［1990c］、
『朝鮮中央年鑑』各年版、『朝鮮大百科辞典』各巻、『労働新聞』、『民主朝鮮』。
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表7　  植民地時代の朝鮮半島北半部における日本人所有生産
施設と解放後のその継承（電力）

表9　 植民地時代の朝鮮半島北半部における日本人所有生産
施設と解放後のその継承（化学肥料およびカーバイド）

表11　 植民地時代の朝鮮半島北半部における日本人所有生
産施設と解放後のその継承（機械類）

表8　 植民地時代の朝鮮半島北半部における日本人所有生産
施設と解放後のその継承（化学肥料およびカーバイド）

表10　 植民地時代の朝鮮半島北半部における日本人所有生
産施設と解放後のその継承（軽工業）

表5　 植民地時代朝鮮半島北半部における日本人所有生産施
設と解放後のその継承（非金属鉱業）

表6　 植民地時代朝鮮半島北半部における日本人所有生産施
設と解放後のその継承（鉄鋼および特殊鋼）

植民地時代 位置（現在） 解放後
日本窒素赴戦江発電所 咸鏡南道 赴戦江発電所
朝鮮電業長津江発電所 〃 長津江発電所
朝鮮電業虚川江発電所 〃 虚川江発電所
朝鮮電業禿魯江発電所 慈江道 禿魯江発電所、後、将子江発電所
朝鮮電業西頭水発電所 咸鏡北道 西頭水電所、後、3月17日発電所
朝鮮電業輸城川発電所 〃 富寧発電所
鮮満鴨緑江水豊発電所 平安北道 水豊発電所

植民地時代 位置（現在） 解放後
朝鮮小野田セメント勝湖里
工場

平壌市 勝湖里セメント工場

朝鮮小野田セメント川内里
工場

江原道 川内里セメント工場

朝鮮小野田セメント古茂山
工場

咸鏡北道 古茂山セメント工場

朝鮮セメント海州工場 黄海南道 海州セメント工場
朝鮮浅野セメント鳳山工場 黄海北道 2・8馬洞セメント工場

植民地時代 位置（現在） 解放後

東亜窯業鏡城工場 咸鏡北道
朱乙窯業工場、後、6月5日電気工
場、鏡城碍子工場

鐘紡朱乙亜麻工場 〃
朱乙亜麻工場、後、朱乙ロープ工
場、3月13日水産機械工場に転換、
3月13日工場（電気機械）

鐘紡西鮮重工海州工場 黄海南道
鉄鋼機械を生産する海州機械製作
所、後、海州1月10日機械工場

日本窒素九龍里工作所 咸鏡南道
化学機械を生産する興南地区人民
工場龍城工作所、後、龍城機械製
作所、龍城機械工場

朝鮮商工鎮南浦鉄工所 南浦市 南浦造船所

植民地時代 生産物 位置（現在） 解放後
野崎鉱業業徳鉱山 黒鉛 咸鏡北道 業徳鉱山
東邦鉱業吉州鉱山 〃 〃 （不明）

東邦鉱業江界鉱山 〃 慈江道
東邦鉱山、後、8月8日
鉱山、五一鉱山

東邦鉱業時中鉱山 〃 〃 時中鉱山
東拓鉱業臥龍鉱山 〃 黄海南道 （不明）
日立製作所笏洞鉱山 硼鉱 黄海北道 笏洞鉱山

東洋雲母砲手鉱山 雲母 咸鏡北道
南渓鉱山分鉱山、後、
吉州絶縁物鉱山

朝鮮燐鉱新豊鉱山 燐灰石 咸鏡南道 東岩鉱山
朝鮮燐鉱永柔鉱山 〃 平安南道 永柔鉱山
朝鮮マグネサイト開発
龍陽鉱山

マグネサイト 咸鏡南道 龍陽鉱山

日本マグネシウム金属
北斗鉱山

〃 〃 大興青年鉱山北斗分鉱山

日本マグネサイト化学
白岩鉱山

〃 両江道 南渓鉱山

植民地時代 生産物 位置（現在） 解放後
日本製鉄兼二浦製鉄所
（旧・三菱製鉄兼二浦製
鉄所）

鉄鋼 黄海北道 黄海製鉄所

日本製鉄清津製鉄所 〃 咸鏡北道
清津製鉄所、後、金策
製鉄所

三菱鉱業清津製鋼所 〃 〃 清津製鋼所

朝鮮製鉄大安電機製錬
工場（建設中）

〃 南浦市
降仙製鋼所江西分工場、
江西電気製作所に転換、
後、大安電機工場

三菱製鋼降仙電機製錬
工場（建設中）

〃 〃
降仙製鋼所、後、千里
馬製鋼所

日本高周波重工城津製
鋼所

特殊鋼 〃 城津製鋼所

植民地時代 生産物 位置（現在） 解放後

日本窒素肥料興南工場 化学肥料 咸鏡南道
興南地区人民工場、後、
興南肥料工場

日本化学順川工場 〃 平安南道 順川石灰窒素肥料工場
朝鮮日産化学鎮南浦工場 〃 南浦市 南浦製錬所肥料職場
日本窒素本宮カーバイ
ド工場

カーバイド 咸鏡南道
本宮化学工場、後、咸
興化学工場

朝鮮電気冶金富寧工場 〃 咸鏡北道
富寧冶金工場（珪素鉄、
チタン鉄、クロム鉄を生
産）、後、富寧合金鉄工場

日本窒素青水化学工場
（建設中）

〃 平安北道 青水化学工場

植民地時代 生産物 位置（現在） 解放後

王子製紙新義州工場 紙 平安北道
新義州製紙工場、後、新
義州化学繊維工場（スフ、
人絹糸生産）に転換

鐘紡パルプ新義州工場 パルプ 〃 新義州パルプ工場
北鮮製紙吉州工場 〃 咸鏡北道 吉州パルプ工場

鐘紡平壌化学工場 スフ 平壌市
平壌化学工場、後、平
壌紡織工場

東洋製糸平壌工場 生糸 〃 平壌製絲工場

日本紡織清津工場 人絹糸 咸鏡北道
清津紡績工場、後、清
津化学繊維工場に転換

片倉製絲紡績咸興製絲所 生糸 咸鏡南道 咸興製絲工場
日本穀物株式会社平壌
工場

穀物加工品 平壌市 平壌穀産工場

（出所）『昭和13年朝鮮年鑑』、朝鮮電力事業史編集委員会［1981］、カン・チョルブ［1985］、
教育図書出版社［1987］、教育図書出版社［1989］、教育図書出版社［1990e］、教育図書
出版社［1990b］、『朝鮮中央年鑑』各年版、『朝鮮大百科辞典』各巻、『労働新聞』、『民主
朝鮮』。

（出所）『昭和13年朝鮮年鑑』、『昭和二十年度朝鮮年鑑』、咸鏡南道［1939］、朝鮮總督府
學務局社會課［1933］、小野田セメント株式会社七十年史編纂委員会［1952］、社史編纂
委員会編［1955］、森田［1964］、カン・チョルブ［1985］、黄海道誌編纂委員会［1982］、
教育図書出版社［1989］、教育図書出版社［1990c］、教育図書出版社［1990b］、教育図
書出版社［1990d］、『朝鮮中央年鑑』各年版、『朝鮮大百科辞典』各巻、『労働新聞』、『民
主朝鮮』。

（出所）『昭和二十年度朝鮮年鑑』、朝鮮總督府内務局社會課［1922］、鎮南浦会［1984］、
森田［1964］、鐘紡株式会社社史編纂室［1988］、教育図書出版社［1989］、教育図書出版
社［1990b］、『朝鮮中央年鑑』各年版、『朝鮮大百科辞典』各巻、『労働新聞』、『民主朝鮮』。

（出所）『昭和13年朝鮮年鑑』、『昭和二十年度朝鮮年鑑』、朝鮮總督府學務局社會課［1933］、
咸鏡南道［1939］、森田［1964］、森田・長田［1980］、鎮南浦会［1984］、カン・チョル
ブ［1985］、教育図書出版社［1989］、教育図書出版社［1987］、リョム・テギ［1994］、『朝
鮮中央年鑑』各年版、『朝鮮大百科辞典』各巻、『労働新聞』、『民主朝鮮』。

（出所）『昭和13年朝鮮年鑑』、朝鮮總督府學務局社會課［1933］、片倉製絲紡績株式会社
考査課［1941］、成田［1964］、鐘紡株式会社社史編纂室［1988］、平壌郷土史編集委員会
［1957］、新義州市民会［1969］、教育図書出版社［1989］、教育図書出版社［1990b］、教
育図書出版社［1990a］、リョム・テギ［1994］、『朝鮮中央年鑑』各年版、『朝鮮大百科辞
典』各巻、『労働新聞』、『民主朝鮮』。

（出所）『昭和十九年度朝鮮年鑑』、『昭和二十年度朝鮮年鑑』、教育図書出版社［1987］、
教育図書出版社［1990b］、教育図書出版社［1990e］、『朝鮮中央年鑑』各年版、『朝鮮大
百科辞典』各巻、『労働新聞』、『民主朝鮮』。

（出所）『昭和13年朝鮮年鑑』、『昭和18年度朝鮮年鑑』、日本製鉄株式会社［1959］、カン・
チョルブ［1985］、教育図書出版社［1989］、『朝鮮中央年鑑』各年版、『朝鮮大百科辞典』
各巻、『労働新聞』、『民主朝鮮』。
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朝鮮民主主義人民共和国の軍需工業（一）─解放直後の軍民転換と軍需工業の起源─
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⑶ 

『
昭
和
一
三
年
朝
鮮
年
鑑
』
七
八
七

―
七
八
八
ペ
ー
ジ
、
咸
鏡
南
道
﹇
一

九
三
九
：
九
五
﹈、
日
本
石
油
株
式

会
社
・
日
本
石
油
精
製
株
式
会
社
社

史
編
さ
ん
室
編
﹇
一
九
八
八
：
三
一

五
―
三
一
六
﹈、
教
育
図
書
出
版
社

﹇
一
九
九
〇
ｃ
：
三
二
七
―
三
二
八
﹈、

國
史
編
纂
委
員
会
﹇
一
九
九
五
﹈
に

収
録
さ
れ
た
「
朝
蘇
石
油
株
式
会
社

創
立
協
定
書
」
お
よ
び
同
「
朝
蘇
石

油
株
式
会
社
管
理
理
事
会
議
録
」、

同
「
朝
蘇
石
油
株
式
会
社
管
理
理
事

会
議
録
」、
国
史
編
纂
委
員
会
﹇
一

九
九
八
ａ
﹈
に
収
録
さ
れ
た
「
党
中

央
政
治
委
員
会
第
二
五
次
会
議
決
定

書
一
九
五
〇
年
三
月
六
日
」。
こ
の

元
山
石
油
工
場
の
ほ
か
、
ソ
連
と
の

合
弁
会
社
が
設
立
さ
れ
た
工
場
と
し

て
、
人
造
石
油
工
場
と
し
て
一
九
三

六
年
四
月
に
着
工
さ
れ
一
九
三
七
年

五
月
に
操
業
し
た
朝
鮮
石
炭
工
業
阿

吾
地
工
場
が
あ
る
が
、
そ
の
合
弁
会

社
で
あ
る
朝
蘇
合
成
液
体
燃
料
株
式

会
社
に
つ
い
て
は
後
に
解
散
し
た
こ

と
の
ほ
か
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い

（「『
昭
和
一
三
年
朝
鮮
年
鑑
』
四
九

七
、
五
二
三
ペ
ー
ジ
、
教
育
図
書
出

版
社
﹇
一
九
九
〇
ｂ
：
三
四
五
―
三

五
一
﹈、『
労
働
新
聞
』
一
九
五
五
年

六
月
三
日
）。
こ
の
阿
吾
地
化
学
工

場
の
石
炭
化
学
工
業
は
引
き
継
が

れ
、
一
九
六
二
年
五
月
に
メ
タ
ノ
ー

ル
生
産
ラ
イ
ン
が
操
業
、
一
九
六
七

年
四
月
に
窒
素
肥
料
生
産
ラ
イ
ン
が

操
業
、
一
九
八
二
年
に
ソ
連
か
ら
の

借
款
で
ア
ン
モ
ニ
ア
生
産
ラ
イ
ン
が

操
業
し
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
て
い
る

（『
労
働
新
聞
』
一
九
六
二
年
五
月
三

〇
日
お
よ
び
一
九
六
七
年
四
月
四

日
、
マ
ル
テ
ィ
ノ
フ
﹇
一
九
七
〇
：

一
一
六
﹈、ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
／
オ
ー

シ
ポ
フ
﹇
一
九
八
四
：
二
三
﹈）。
阿

吾
地
化
学
工
場
は
一
九
八
一
年
五
月

に
七
月
七
日
工
場
に
改
称
し
（
ク
ォ

ン
・
ド
ン
ウ
ク
﹇
一
九
九
〇
：
九
三

―
九
九
﹈）、
一
九
九
四
年
に
七
月
七

日
連
合
企
業
所
と
な
り
現
在
に
い
た

る
。
こ
の
工
場
が
ミ
サ
イ
ル
燃
料
や

化
学
兵
器
、
砲
弾
を
製
造
し
て
い
る

と
の
情
報
も
あ
る
が
（
李
福
九
﹇
二

〇
〇
六
：
五
七
―
六
一
﹈、高
青
松﹇
二
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〇
〇
一
：
七
三
﹈、
新
東
亜
特
別
取

材
班
﹇
二
〇
〇
一
：
二
〇
三
―
二
〇

四
﹈）、
い
ず
れ
の
証
言
者
も
当
地
に

い
た
も
の
で
は
な
い
た
め
真
偽
は
不

明
で
あ
る
。

⑷ 

平
壌
郷
土
史
編
集
委
員
会
﹇
一
九
五

七
：
二
五
八
﹈、
ソ
ン
・
ジ
ョ
ン
シ

ク
／
キ
ム
・
テ
グ
ク
／
キ
ム
・
ビ
ョ

ン
ジ
ン
／
リ
ム
・
チ
ュ
ン
シ
ク
﹇
一

九
八
九
：
三
二
―
三
三
﹈、
朝
鮮
總

督
府
學
務
局
社
會
課
﹇
一
九
三
三
：

二
五
一
﹈。
た
だ
し
、
ソ
ン
・
ジ
ョ

ン
シ
ク
／
キ
ム
・
テ
グ
ク
／
キ
ム
・

ビ
ョ
ン
ジ
ン
／
リ
ム
・
チ
ュ
ン
シ
ク

の
著
書
に
は
「
一
九
二
三
年
に
日
本

九
州
に
あ
る
兵
器
廠
の
傘
下
付
属
工

場
と
し
て
設
立
」
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
誤
り
で
、
一
九
二
三
年
に
は
東
京

造
兵
工
廠
が
陸
軍
造
兵
廠
に
改
編
さ

れ
、
平
壌
兵
器
製
造
所
と
小
倉
兵
器

製
造
所
は
そ
の
直
轄
と
な
っ
た
。

⑸ 

こ
れ
ら
の
工
場
は
後
方
総
局
軍
需
生

産
局
の
傘
下
で
あ
っ
た
（
国
史
編
纂

委
員
会
﹇
一
九
九
八
ａ
﹈
に
収
録
さ

れ
た
「
朝
鮮
労
働
党
中
央
政
治
委
員

会
決
定
集
（
一
九
四
七
：
八
―
一
九

五
三
、
七
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員

会
）」）。

⑹ 

教
育
図
書
出
版
社
﹇
一
九
九
〇
ｆ
：

三
八
一
﹈。
他
の
工
業
施
設
の
疎
開

が
決
定
さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
一
年

一
月
一
三
日
の
内
閣
決
定
第
一
九
一

号
に
よ
る
（
キ
ム
・
チ
ョ
ン
イ
ル
﹇
一

九
五
八
：
一
一
九
―
一
二
〇
﹈、科
学
・

百
科
辞
典
出
版
社
﹇
一
九
八
一
：
二

八
七
﹈）。

⑺ 

六
五
号
工
場
が
君
子
里
に
あ
っ
た
の

は
一
九
五
三
年
二
月
二
一
日
の
金
日

成
訪
問
の
と
き
ま
で
確
認
さ
れ
る

（
チ
ョ
・
ド
ン
ソ
プ
﹇
一
九
七
四
﹈、

チ
ェ
・
ウ
ォ
ン
ソ
﹇
一
九
七
八
﹈、『
労

働
新
聞
』
一
九
九
三
年
五
月
二
四

日
）。
ま
た
、
六
五
号
工
場
、
二
・

八
機
械
総
合
工
場
、
二
・
八
機
械
連

合
企
業
所
が
同
一
工
場
で
あ
る
こ
と

は
高
青
松
﹇
二
〇
〇
一
：
二
二
﹈
の

ほ
か
、『
労
働
新
聞
』
二
〇
一
一
年

一
〇
月
三
〇
日
で
二
・
八
機
械
総
合

工
場
の
創
立
が
一
九
四
五
年
一
〇
月

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
確
認

さ
れ
る
。

【
文
献
目
録
】

《
日
本
語
文
献
》

● 

ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
、V. I. /V. I.

オ
ー

シ
ポ
フ
﹇
一
九
八
四
﹈「
ソ
連
と
朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
相
互
の

利
益
に
な
る
協
力
方
針
」『
極
東
の

諸
問
題
』
第
一
三
巻
第
一
号
三
月
。

● 

李
福
九
﹇
二
〇
〇
六
﹈『
標
的
は
東

京
！
―
北
朝
鮮
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
最

高
機
密
―
』
金
燦
編
・
訳　

徳
間
書

店
。

● 

小
野
田
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
七
十
年

史
編
纂
委
員
会
﹇
一
九
五
二
﹈『
回

顧
七
十
年
』
小
野
田
セ
メ
ン
ト
株
式

会
社
七
十
年
史
編
纂
委
員
会
。

● 

片
倉
製
絲
紡
績
株
式
会
社
考
査
課
編

﹇
一
九
四
一
﹈『
片
倉
製
絲
紡
績
株
式

会
社
二
十
年
誌
』
片
倉
製
絲
紡
績
株

式
会
社
考
査
課
。

● 

鐘
紡
株
式
会
社
社
史
編
纂
室
編
﹇
一

九
八
八
﹈『
鐘
紡
百
年
史
』
鐘
紡
株

式
会
社
。

● 

株
式
会
社
神
戸
製
鋼
所﹇
一
九
五
四
﹈

『
神
鋼
五
十
年
史
』
株
式
会
社
神
戸

製
鋼
所
。

● 

咸
鏡
南
道
﹇
一
九
三
九
﹈『
道
勢
一

斑
昭
和
十
三
年
版
』
出
版
地
記
載
な

し　

咸
鏡
南
道
。

● 

企
画
本
部
社
史
編
纂
室
編
﹇
一
九
九

二
﹈『
日
本
曹
達
七
〇
年
史
』
日
本

曹
達
株
式
会
社
。

● 

高
青
松
﹇
二
〇
〇
一
﹈『
金
正
日
の

秘
密
兵
器
工
場
―
腐
敗
共
和
国
か
ら

の
わ
が
脱
出
記
―
』
中
根
悠
訳　

ビ

ジ
ネ
ス
社
。

● 
黄
海
道
﹇
一
九
三
三
﹈『
昭
和
八
年

黄
海
道
々
勢
一
斑
』京
城　

黄
海
道
。

● 

神
戸
製
鋼
所
﹇
一
九
八
三
﹈『
神
戸

製
鋼
八
〇
年
』
神
戸
製
鋼
所
。

● 

社
史
編
纂
委
員
会
編
﹇
一
九
五
五
﹈

『
七
十
年
史
』
日
本
セ
メ
ン
ト
株
式

会
社
。

● 

昭
和
電
工
株
式
会
社
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

社
史
編
集
事
務
局
編
﹇
一
九
八
四
﹈

『
昭
和
電
工
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
五
十
年

史
』
昭
和
電
工
株
式
会
社
。

● 

昭
和
電
工
株
式
会
社
社
史
編
集
室

﹇
一
九
七
七
﹈『
昭
和
電
工
五
十
年
史
』

昭
和
電
工
。

● 

玉
城
素
﹇
一
九
九
八
﹈「
四
重
経
済

と
は
何
か
」
関
川
夏
央
・
惠
谷
治
・

Ｎ
Ｋ
会
編
『
北
朝
鮮
の
延
命
戦
争
―

金
正
日
・
出
口
な
き
逃
亡
路
を
読
む

―
』
ネ
ス
コ
。

● 

朝
鮮
總
督
府
學
務
局
社
會
課
﹇
一
九

三
三
﹈「
工
場
及
鑛
山
に
於
け
る
勞

働
状
況
調
査
」
京
城
府　

朝
鮮
總
督

府　

再
版
（
近
現
代
資
料
刊
行
会
企

画
編
輯
『
戦
前
・
戦
中
期
ア
ジ
ア
研

究
資
料
一
植
民
地
社
会
事
業
関
係
資

料
集
﹇
朝
鮮
編
﹈
二
〇
』
近
現
代
資

料
刊
行
会　

一
九
九
九
年
に
収
録
）。

● 

朝
鮮
総
督
府
殖
産
局
鉱
山
課
編
﹇
一

九
三
五
﹈『
朝
鮮
鉱
業
の
趨
勢
』
京

城
府　

朝
鮮
鉱
業
会
。

● 

朝
鮮
總
督
府
内
務
局
社
會
課
﹇
一
九

二
二
﹈「
會
社
及
工
場
に
於
け
る
勞

働
者
の
調
査
」
京
城
府　

朝
鮮
總
督

府　

再
版
（
近
現
代
資
料
刊
行
会
企

画
編
輯
『
戦
前
・
戦
中
期
ア
ジ
ア
研

究
資
料
一
植
民
地
社
会
事
業
関
係
資

料
集
﹇
朝
鮮
編
﹈
二
〇
』
近
現
代
資
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料
刊
行
会　

一
九
九
九
年
に
収
録
）。

● 

朝
鮮
電
気
事
業
史
編
集
委
員
会
編

﹇
一
九
八
一
﹈『
朝
鮮
電
気
事
業
史
』

社
団
法
人
中
央
日
韓
協
会
。

● 

鎮
南
浦
会
編
﹇
一
九
八
四
﹈『
よ
み

が
え
る
鎮
南
浦
―
鎮
南
浦
終
戦
の
記

録
』
鎮
南
浦
会
。

● 

成
田
潔
英
編
﹇
一
九
六
四
﹈『
王
子

製
紙
南
方
事
業
史
』
王
子
製
紙
社
史

編
纂
室
。

● 

日
本
鉱
業
株
式
会
社
﹇
一
九
五
七
﹈

『
日
本
鉱
業
株
式
会
社
五
十
年
史
』

日
本
鉱
業
株
式
会
社
。

● 

日
本
製
鉄
株
式
会
社
史
編
纂
委
員
会

編
﹇
一
九
五
九
﹈『
日
本
製
鉄
株
式

会
社
史
』
日
本
製
鉄
株
式
会
社
。

● 

日
本
石
油
株
式
会
社
・
日
本
石
油
精

製
株
式
会
社
社
史
編
さ
ん
室
編
﹇
一

九
八
八
﹈『
日
本
石
油
百
年
史
』
日

本
石
油
株
式
会
社
。

● 

三
宅
晴
輝
﹇
一
九
三
七
﹈『
日
本
コ

ン
ツ
ェ
ル
ン
全
書
（
Ｘ
Ｉ
）
―
新
興

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
讀
本
』
東
京　

春
秋

社
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
よ
り
一
九

九
九
年
影
印
復
刻
）。

● 

明
治
鉱
業
株
式
会
社
社
史
編
纂
委
員

会
編
﹇
一
九
五
七
﹈『
社
史
―
明
治

鉱
業
株
式
会
社
』
明
治
鉱
業
株
式
会

社
。

● 

森
田
芳
夫
﹇
一
九
六
四
﹈『
朝
鮮
終

戦
の
記
録
』
巌
南
堂
書
店
一
九
六
四

年
。

● 

森
田
芳
夫
・
長
田
か
な
子
編
﹇
一
九

八
〇
﹈『
朝
鮮
終
戦
の
記
録
―
資
料

篇
第
三
巻
―
』
巌
南
堂
書
店
。

● 

『
昭
和
一
三
年
朝
鮮
年
鑑
』
京
城
府　

京
城
日
報
社
・
毎
日
申
報
社　

一
九

三
七
年
。

● 

『
昭
和
一
八
年
度
朝
鮮
年
鑑
』
京
城

府　

京
城
日
報
社
一
九
四
二
年

● 

『
昭
和
十
九
年
度
朝
鮮
年
鑑
』
京
城

府　

京
城
日
報
社
一
九
四
三
年
。

● 

『
昭
和
二
十
年
度
朝
鮮
年
鑑
』
京
城

府　

京
城
日
報
社　

一
九
四
四
年
。

◆
《
朝
鮮
語
文
献
》

● 

カ
ン
・
チ
ョ
ル
ブ
編﹇
一
九
八
五
﹈『
産

業
国
有
化
経
験
』
平
壌　

社
会
科
学

出
版
社
一
九
八
五
年
。

● 

ク
ォ
ン
・
ド
ン
ウ
ク﹇
一
九
九
〇
﹈「
知

ら
れ
ざ
る
地
名
一
つ
を
と
り
あ
げ

て
」『
人
民
の
中
で
（
四
六
）』　

平

壌　

朝
鮮
労
働
党
出
版
社
。

● 

キ
ム
・
チ
ョ
ン
イ
ル﹇
一
九
五
八
﹈「
わ

が
国
工
業
の
発
展
」『
わ
が
国
の
人

民
経
済
発
展
―
一
九
四
八
〜
一
九
五

八
年
―
』　

平
壌　

国
立
出
版
社
。

● 

キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ホ
﹇
一
九
八
二
﹈「
重

要
な
会
議
も
後
回
し
に
し
て
」『
人

民
の
中
で
（
二
九
）』　

平
壌　

朝
鮮

労
働
党
出
版
社
。

● 

金
日
成
﹇
一
九
四
八
﹈『
重
要
報
告

集
―
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
樹

立
の
道
―
』平
壌　

労
働
党
出
版
社
。

● 

高
英
煥﹇
一
九
九
二
﹈『
平
壌
二
五
時
』

ソ
ウ
ル　

コ
リ
ョ
ウ
ォ
ン
。

● 

教
育
図
書
出
版
社
﹇
一
九
八
七
﹈『
朝

鮮
地
理
全
書
（
咸
鏡
南
道
）』
出
版

地
記
載
な
し　

教
育
図
書
出
版
社
。

● 

教
育
図
書
出
版
社
﹇
一
九
八
八
﹈『
朝

鮮
地
理
全
書
（
黄
海
南
道
）』
出
版

地
記
載
な
し　

教
育
図
書
出
版
社
。

● 

教
育
図
書
出
版
社
﹇
一
九
八
九
﹈『
朝

鮮
地
理
全
書
（
工
業
地
理
）』
出
版

地
記
載
な
し　

教
育
図
書
出
版
社
。

● 

教
育
図
書
出
版
社
﹇
一
九
九
〇
ａ
﹈

『
朝
鮮
地
理
全
書
（
平
壌
市
）』
出
版

地
記
載
な
し　

教
育
図
書
出
版
社
。

● 

教
育
図
書
出
版
社
﹇
一
九
九
〇
ｂ
﹈

『
朝
鮮
地
理
全
書
（
咸
鏡
北
道
）』
出

版
地
記
載
な
し　

教
育
図
書
出
版

社
。

● 

教
育
図
書
出
版
社
﹇
一
九
九
〇
ｃ
﹈

『
朝
鮮
地
理
全
書
（
江
原
道
）』
出
版

地
記
載
な
し　

教
育
図
書
出
版
社
。

● 

教
育
図
書
出
版
社
﹇
一
九
九
〇
ｄ
﹈

『
朝
鮮
地
理
全
書
（
黄
海
北
道
、
開

城
市
）』
出
版
地
記
載
な
し　

教
育

図
書
出
版
社
。

● 

教
育
図
書
出
版
社
﹇
一
九
九
〇
ｅ
﹈

『
朝
鮮
地
理
全
書
（
慈
江
道
）』
出
版

地
記
載
な
し　

教
育
図
書
出
版
社
。

● 

教
育
図
書
出
版
社
﹇
一
九
九
〇
ｆ
﹈

『
朝
鮮
地
理
全
書（
革
命
事
跡
地
理
）』

出
版
地
記
載
な
し　

教
育
図
書
出
版

社
。

● 

科
学
百
科
辞
典
総
合
出
版
社
﹇
一
九

八
一
﹈『
朝
鮮
全
史　

二
四
』
平
壌　

科
学
百
科
辞
典
総
合
出
版
社
。

● 

国
史
編
纂
委
員
会
﹇
一
九
九
五
﹈『
北

韓
關
係
史
料
集
二
〇
』
果
川　

国
史

編
纂
委
員
会
。

● 

国
史
編
纂
委
員
会
﹇
一
九
九
八
ａ
﹈

『
北
韓
関
係
史
料
集
二
九
』
果
川　

国
史
編
纂
委
員
会
。

● 

国
史
編
纂
委
員
会
﹇
一
九
九
八
ｂ
﹈

『
北
韓
関
係
史
料
集
三
〇
』
果
川　

国
史
編
纂
委
員
会
。

● 

リ
ョ
ム
・
テ
ギ
﹇
一
九
九
四
﹈『
朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
化
学
工
業

史（
一
）』平
壌　

社
会
科
学
出
版
社
。

● 

柳
文
華
﹇
一
九
四
九
﹈『
解
放
後
四

年
間
の
国
内
外
重
要
日
誌
―
一
九
四

五
年
八
月
〜
一
九
四
九
年
三
月
―
』

民
主
朝
鮮
社
（
金
南
植
・
李
庭
植
・

韓
洪
九
編『
韓
国
現
代
史
資
料
一
二
』

ソ
ウ
ル　

ト
ル
ベ
ゲ
に
収
録
）。

● 

李
元
官
﹇
一
九
六
九
﹈『
母
工
場
』

の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
」『
人
民
の

中
で
（
五
）』
平
壌　

朝
鮮
労
働
党

出
版
社
。

● 

ソ
ン
・
ジ
ョ
ン
シ
ク
／
キ
ム
・
テ
グ

ク
／
キ
ム
・
ビ
ョ
ン
ジ
ン
／
リ
ム
・

チ
ュ
ン
シ
ク
﹇
一
九
八
九
﹈『
解
放
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後
革
命
と
建
設
経
験
二
』
平
壌　

朝

鮮
労
働
党
出
版
社
。

● 

新
東
亜
特
別
取
材
班
﹇
二
〇
〇
一
﹈

「
北
韓
核
物
質
生
産
基
地
は
平
北
大

館
郡
天
摩
山
地
下
に
あ
る
」『
新
東

亜
』
第
四
四
巻
第
八
号　

八
月
。

● 

新
義
州
市
民
会
﹇
一
九
六
九
﹈『
新

義
州
市
誌
』
出
版
地
記
載
な
し　

新

義
州
市
民
会
。

● 

李
泳
澤
編
﹇
一
九
九
一
﹈『
最
新
北

韓
地
圖
』
ソ
ウ
ル　

佑
晋
地
圖
文
化

社
。

● 

チ
ャ
ン
・
リ
ョ
ン
オ
ク
﹇
一
九
七
〇
﹈

「
温
か
い
懐
で
」『
人
民
の
中
で（
二
）』

平
壌　

一
九
六
八
年
朝
鮮
労
働
党
出

版
社
発
行　

九
月
書
房
翻
刻
。

● 

チ
ョ
ン
・
ギ
ジ
ョ
ン﹇
二
〇
〇
一
﹈『
閲

兵
広
場
』
平
壌　

文
化
芸
術
総
合
出

版
社
。

● 

チ
ョ
・
ド
ン
ソ
プ
﹇
一
九
七
四
﹈「
人

民
の
中
で
：
労
働
者
た
ち
は
金
よ
り

も
貴
重
で
す
」『
労
働
新
聞
』
一
九

七
四
年
九
月
五
日
。

● 

チ
ェ
・
ウ
ォ
ン
ソ
﹇
一
九
七
八
﹈「
砲

火
の
な
か
で
建
て
ら
れ
た
最
初
の
工

場
大
学
」『
人
民
の
中
で
（
一
六
）』

平
壌　

朝
鮮
労
働
党
出
版
社
。

● 

平
壌
師
範
大
学
地
理
学
部
﹇
一
九
六

四
﹈『
朝
鮮
地
理
小
便
覧
』
平
壌　

科
学
知
識
普
及
出
版
社
。

● 

平
壌
郷
土
史
編
集
委
員
会
﹇
一
九
五

七
﹈『
平
壌
誌
』平
壌　

国
立
出
版
社
。

● 

ホ
・
チ
ョ
ン
シ
ク
﹇
一
九
六
九
﹈「
党

は
い
つ
も
楽
元
の
皆
様
が
た
を
忘
れ

て
い
ま
せ
ん
」『
人
民
の
中
で
（
五
）』

平
壌　

朝
鮮
労
働
党
出
版
社
。

● 

玄
武
光
﹇
一
九
八
〇
﹈「
最
初
の
機

関
銃
が
出
る
ま
で
」『
人
民
の
中
で

（
二
三
）』
平
壌　

朝
鮮
労
働
党
出
版

社
。

● 

黄
海
道
誌
編
纂
委
員
会
編
﹇
一
九
八

二
﹈『
黄
海
道
誌
』
ソ
ウ
ル　

黄
海

道
誌
編
纂
委
員
会
。

● 

『
金
日
成
著
作
集
』
各
巻　

平
壌　

朝
鮮
労
働
党
出
版
社
。

● 
『
金
日
成
全
集
』
各
巻　

平
壌　

朝

鮮
労
働
党
出
版
社
。

● 

『
朝
鮮
中
央
年
鑑
』
各
年
版　

平
壌　

朝
鮮
中
央
通
信
社
。

● 

『
朝
鮮
大
百
科
辞
典
』
各
巻　

平
壌　

百
科
辞
典
出
版
社
。

● 

『
労
働
新
聞
』。

● 

『
民
主
朝
鮮
』。

《
ロ
シ
ア
語
文
献
》

● 

マ
ル
テ
ィ
ノ
フ
・
Ｖ
・
Ｖ
﹇
一
九
七

〇
﹈『
朝
鮮
―
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
と
南
朝
鮮
の
経
済
地
理
的
特

徴
―
』
モ
ス
ク
ワ　

ム
ィ
ス
リ
。

《
英
語
文
献
》

● 

“Prepared Statem
ent of K

o 

Young-H
w
an Form

er O
fficial, 

M
inistry of Foreign A

ffairs 
N
orth Korean M

issile Prolififer-
ation H

earing before the Sub-
com
m
ittee on International Se-

cu
rity, P

roliferation
, an

d 
Federal Services of the Com

m
it-

tee on G
overnm

ental A
ffairs 

U
nited States Senate,

” October 
21, 1997.

● 

“North Korean M
ass D

estruc-
tion W

eapons Prepared State-
m
ent of Ju-H

w
al Choi Form

er 
O
fficial M

inistry of the People's 
Arm
y N
orth Korea N

orth Kore-
an M

issile Prolififeration H
ear-

ing before the Subcom
m
ittee 

on International Security, Pro-
liferation, and Federal Services 
of the Com

m
ittee on G

overn-
m
ental A

ffairs U
nited States 

Senate,

” October 21, 1997.


